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型
の
鳥
を
表
す
「
鶴
」
や
「
鴻
」
と
い
う
文
字

♦

．

．

 

が
つ
く
土
地
も
多
い
。
但
馬
地
方
（
現
在
の
兵

♦

•• 

庫
県
北
部
）
の
よ
う
に
、
出
石
藩
主
が
ニ
ホ
ン
・

•• ♦

我
が
国
で
一
般
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
呼
ば
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
「
瑞
鳥
」
と
し
て
手
厚
く
守
り
、

♦

•• ♦

ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
白
と
黒
の
羽
色
の
コ
ン
「
鶴
山
」
と
呼
ば
れ
る
繁
殖
地
を
禁
猟
区
と
し
て

♦

•• ♦

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
大
型
の
野
鳥
で
あ
る
。
主
保
護
し
て
い
た
所
も
あ
る
。

．
 

．
 

♦

に
水
辺
で
魚
や
小
動
物
な
ど
を
採
餌
し
、
高
木
と
こ
ろ
が
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
狩
猟
禁
制
が
•

．
 

．
 

♦

の
上
に
大
き
な
巣
を
作
り
雌
雄
で
雛
を
育
て
る
。
な
く
な
っ
た
明
治
以
降
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
数
は

♦

•• ♦

日
本
画
の
「
松
上
鶴
函
」
の
題
材
と
し
て
描
か
れ
ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
名
も
、
今
や
ト
キ
と
減
少
し
続
け
、
昭
和
四
六
年
(
-
九
七
一
）
に

♦

．
 

．
 

♦

て
い
る
ツ
ル
は
、
実
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
っ
た
と
と
も
に
絶
滅
危
惧
種
の
代
名
詞
の
よ
う
に
な
っ
兵
庫
県
豊
岡
市
で
野
生
最
後
の
個
体
が
捕
獲
さ

♦

•• ♦

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ツ
ル
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
て
し
ま
っ
た
。
れ
た
こ
と
で
、
日
本
産
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
は

♦

•• ♦

姿
は
似
て
い
る
も
の
の
、
松
の
木
に
舞
い
降
り
る
日
本
の
空
か
ら
消
え
て
久
し
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
‘
絶
滅
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
ま
れ
に
大
陸
•

．

．

 

♦

こ
と
は
な
く
営
巣
地
も
湿
原
上
で
あ
る
か
ら
だ
。
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
諸
国
産
物
帳
な
ど
を
産
の
個
体
が
渡
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
る
が
（
昨
年
•

•• ♦

子
供
を
運
ん
で
く
る
と
い
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
調
べ
る
と
、
当
時
は
全
国
各
地
に
広
く
分
布
し
は
、
与
那
国
島
ヘ
―
一
羽
が
飛
来
し
て
い
る
。
）
、

♦
• 

．
 

♦

パ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
バ
シ
コ
ウ
て
、
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
た
野
鳥
で
あ
っ
た
こ
残
念
な
が
ら
定
住
し
て
繁
殖
す
る
こ
と
は
な
い
。

♦

．
 

．
 

♦

と
は
亜
種
関
係
に
あ
る
が
、
最
近
で
は
独
立
し
と
が
分
か
る
。
地
名
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
の
大
ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
我
が
国
の
空
か
ら
消

♦
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■

ぇ
た
大
き
な
原
因
は
、
①
明
治
時
代
以
降
の
狩
殖
事
業
を
委
託
し
た
。
‘
が
続
き
、
平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
に
は
大
阪

♦

猟
に
よ
る
乱
獲
、
②
太
平
洋
戦
争
時
の
営
巣
木
各
方
面
の
様
々
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
市
天
王
寺
動
物
園
で
も
三
羽
の
雛
の
繁
殖
に
成
．

•• 

．
 

．
 

の
伐
採
、
③
河
川
改
修
や
圃
場
整
備
事
業
に
よ
本
産
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
は
個
体
間
の
相
性
や
功
し
て
、
い
ま
で
は
国
内
一
〇
施
設
で
八

0
羽

．
 

・
る
餌
場
の
減
少
、
④
農
薬
使
用
に
よ
る
餌
の
減
年
齢
の
問
題
か
ら
、
結
局
成
功
に
は
至
ら
な
か
以
上
が
飼
育
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ

．
 

・
少
や
体
内
へ
の
有
害
作
用
、
⑤
小
個
体
群
の
中
っ
た
。
し
か
し
そ
の
失
敗
に
挫
折
す
る
こ
と
な
く
、
は
、
世
界
中
の
ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
全
飼
育
羽

．
 

．
 

で
生
じ
た
遺
伝
的
な
問
題
（
近
交
劣
化
）
、
な
ど
中
国
や
ソ
連
か
ら
若
い
個
体
が
導
入
さ
れ
、
保
数
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

護

増

殖

セ

ン

タ

ー

や

各

地

の

動

物

園

で

飼

育

下

保

護

増

殖

セ

ン

タ

ー

で

の

順

調

な

繁

殖

が

期

．

•• 

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
度
滅

•
三
耀
育
下
繁
殖
か
ら
罰
復
帰
へ
繁
殖
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
．

昭
和
六
三
年
(
-
九
八
八
）
、
つ
い
に
東
京
都
多
び
た
ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
再
び
我
が
国
の
空

．
 ．
 

●

、

摩
動
物
公
園
で
、
そ
の
翌
年
に
は
保
護
増
殖
セ
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
の
策
定
が
、
文
＂

．
 

古
く
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
特
別
の
感
情
を
も
ン
タ
ー
で
相
次
い
で
待
望
の
雛
が
誕
生
し
た
。
化
庁
、
兵
庫
県
、
豊
岡
市
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
．

•• 

•— 

．
っ
て
き
た
但
馬
地
方
の
人
々
は
、
こ
の
鳥
が
絶
以
後
毎
年
、
こ
の
両
施
設
で
順
調
に
雛
の
誕
生
た
。
こ
れ
は
、
「
し
ば
ら
く
の
間
辛
抱
し
て
く

♦

・

滅

の

危

機

に

あ

る

と

き

も

、

餌

と

な

る

ド

ジ

ョ

れ

。

必

ず

野

に

帰

す

か

ら

I.
」

と

い

う

二

十

数

"

■

ゥ

を

集

め

る

「

ど

じ

ょ

う

一

匹

運

動

」

や

、

人

年

前

に

捕

獲

さ

れ

た

野

生

コ

ウ

ノ

ト

リ

と

の

約

．
 ．
 

．
 

エ

巣

塔

に

い

る

コ

ウ

ノ

ト

リ

の

た

め

の

「

そ

っ

束

を

果

た

す

こ

と

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

．
 

．
 

と

す

る

運

動

」

と

い

う

保

護

活

動

に

専

念

し

て

具

体

的

に

は

ま

ず

、

平

成

四

(

-

九

九

二

）

●

,

・

き

た

。

こ

の

よ

う

な

熱

心

な

住

民

運

動

も

あ

っ

年

度

か

ら

兵

庫

県

教

育

委

員

会

主

催

で

「

コ

ウ

＂

．
て
、
昭
和
三
一
年
(
-
九
五
六
）
に
国
は
こ
れ
ノ
ト
リ
将
来
構
想
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
~

．
 

．
 

ま

で

天

然

記

念

物

で

あ

っ

た

ニ

ホ

ン

コ

ウ

ノ

ト

た

。

委

員

は

、

鳥

類

、

魚

類

、

昆

虫

、

植

物

、

生

態

な

．
 ．
 

・

リ

を

特

別

天

然

記

念

物

と

し

た

。

ま

た

、

昭

和

ど

の

専

門

家

と

動

物

園

及

び

行

政

関

係

者

で

構

．
 ．
 

・
四

0
年
(
-
九
六
五
）
に
は
全
国
唯
一
の
保
護
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
飼
育
下
で

♦

．
 

・

増

殖

専

門

施

設

（

現

コ

ウ

ノ

ト

リ

保

護

増

殖

セ

の

適

切

な

種

の

保

存

と

集

団

遺

伝

学

的

管

理

及

・

．
 

．
 

ン

タ

ー

）

を

豊

岡

市

に

設

置

す

る

こ

と

を

決

め

、

び

野

生

復

帰

に

向

け

て

の

環

境

保

全

な

ど

各

種

＂

・
兵
庫
県
を
そ
の
管
理
団
体
と
し
、
県
は
但
馬
コ
課
題
を
討
議
し
て
い
る
。
特
に
野
生
復
帰
に
つ
い

♦

．
 

■

ゥ

ノ

ト

リ

保

存

会

（

昭

和

五

四

(

-

九

七

九

）

て

は

、

新

た

な

専

門

施

設

の

必

要

性

が

委

員

会

"

・

年

度

か

ら

豊

岡

市

の

管

轄

と

な

る

。

）

に

保

護

繁

か

ら

提

案

さ

れ

、

本

年

度

か

ら

基

本

計

画

の

策

定

＂

ニ
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
は

むらた•こういち 兵庫県出身。

専門分野、野生動物医学（獣医師）。

昭和53年から現職。平成 2年度日

本動物園水族館協会技術研究表彰。

著書 r動物おもしろ歯の百科」な

ど。

た種として分類する学者もいる。英名で「Orientalwhite stork」とよばれるようにニホンコウノトリはアジアの特産種であり、アムール川流域や中国東北地方で繁殖し、冬期は中国南部に渡る。
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が
開
始
さ
れ
た
。
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
（
仮

称
）
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
新
施
設
は
既
に
候

補
地
も
選
定
さ
れ
、
平
成
―
一
年
(
-
九
九
九
）
開

園
を
目
指
し
て
委
員
会
の
指
導
の
下
に
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
た

だ
単
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
放
鳥
す
る
の
で
は
な
く
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
含
む
多
く
の
生
き
も
の
と
人
間
が
共

存
で
き
る
環
境
の
回
復
を
同
時
に
目
指
し
て
い
る
。

将
来
構
想
に
関
連
し
て
、
本
年
六
月
二
五
日
、

二
六
日
に
は
、
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い

ぎ
」
と
銘
打
っ
た
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
豊
岡
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
研
究
者
が
参
加
し
て
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
保
護
や
野
生
復
帰
の
た
め
の
具
体
的

望
ん
で
い
る
。

五
野
生
復
帰
の
砲
え
る
問
題
/
↑

だ
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
ま
で
に
は
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
当
に
飼
育

下
で
の
繁
殖
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
第
二
世
代
、

第
三
世
代
と
雛
の
誕
生
が
続
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
創
設
ペ
ア
と
そ
の
子
は
飼
育
下
で
大
切

に
保
持
し
、
第
二
世
代
以
降
を
野
生
復
帰
候
補

と
考
え
て
い
る
か
ら
、
さ
ら
に
飼
育
繁
殖
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
年
豊
岡
市
で
、
人
工
孵

す
う

化
・
育
雛
の
個
体
間
に
世
界
初
の
雛
が
誕
生
し

た
。
こ
れ
は
、
人
工
育
雛
に
よ
っ
て
生
じ
る
各

種
の
障
害
（
例
え
ば
ヒ
ト
ヘ
の
「
刷
り
込
み
」
）

を
乗
り
越
え
た
後
の
成
果
で
あ
り
、
野
生
復
帰

に
向
け
て
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
ろ
う
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
生
復
帰
で
き
る
環
境
の
復

元
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
公
園
の

中
だ
け
で
、
餌
付
け
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛

び
回
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
当
の
野
生
復

帰
と
は
呼
べ
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
川
や

湿
地
で
自
由
に
餌
を
と
り
、
里
山
の
高
木
に
営

巣
し
て
雛
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
、
今
か
ら

三
0
0年
以
上
も
前
の
環
境
が
最
も
望
ま
し
い
。

だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
に
人
間
活
動
が
盛
ん
に
な
っ

方
策
が
討
議
さ
れ
、
地
元
や
県
外
か
ら
も
多
く

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

―
つ
の
種
の
野
生
復
帰
が
、
国
や
自
治
体
、

そ
し
て
地
元
住
民
の
協
力
で
こ
の
よ
う
に
組
織

的
に
、
か
つ
大
規
模
に
計
画
さ
れ
る
の
は
日
本

で
は
極
め
て
希
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
他
の
希

少
動
物
種
の
た
め
に
も
是
非
と
も
成
功
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
（
仮
称
）

『
将
来
構
想
』
の
趣
旨
は
、
「
生
態
系
に
対
す

る
人
間
の
無
理
解
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
絶
滅
に
追

い
込
ん
だ
と
い
う
反
省
か
ら
、
但
馬
地
方
の
自

然
を
生
か
し
つ
つ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
核
に
人
と

自
然
の
共
生
を
考
え
学
ぶ
場
を
提
供
し
た
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

野
生
復
帰
訓
練
の
た
め
の
公
園
予
定
地
の
面

積
は
約
一
五

ohaで
、
山
林
や
水
田
・
湿
地
な

ど
が
あ
り
前
方
に
水
田
が
開
け
て
い
る
。
こ
こ

は
、
か
つ
て
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
に
似

て
お
り
、
実
際
、
近
く
に
は
数
十
年
前
の
営
巣

地
が
い
く
つ
か
あ
る
。

公
園
は
い
く
つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
、

前
記
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
い
く
つ
か
の
機
能
を

た
今
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
た
め
に
自
然
を
一

0
0

％
元
に
戻
す
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
人
間
と

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
存
で
き
る
妥
協
点
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
こ
そ
努
力
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
川
を
、
近
自
然
型
河
川
工

法
で
再
復
元
し
て
餌
と
な
る
魚
を
増
や
し
た
り
、

飛
行
の
障
害
に
な
る
電
線
を
地
下
埋
設
す
る
こ

と
は
将
来
、
実
現
可
能
な
改
善
策
で
あ
る
と
思

う
。
公
園
外
の
各
所
に
人
工
巣
塔
や
餌
場
を
設

置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

活
動
と
し
て
は
、
既
に
有
機
農
業
へ
の
取
組
も

公
園
近
く
の
水
田
で
始
ま
っ
て
い
る
。

野
生
復
帰
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
地
域
の
人
々

が
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
育
・
啓

発
活
動
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
っ
て
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
稲
を
踏
み
荒
す
害
鳥
と
思
わ
れ

て
い
た
時
期
が
あ
り
、
ま
だ
根
強
く
そ
れ
を
信

じ
て
い
る
農
民
も
い
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
よ
り
良
く
知
り
、
鳥
た
ち
に

と
っ
て
安
全
な
環
境
は
人
間
に
も
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
皆
が
深
く
理
解

す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

果
た
せ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
自
然
馴
化
ゾ
ー
ン
」
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自

然
の
中
で
餌
を
探
し
た
り
、
飛
行
で
き
る
よ
う

な
訓
練
を
行
う
。
「
飼
育
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
遺
伝

学
的
管
理
を
行
い
な
が
ら
野
生
復
帰
を
目
指
し

た
飼
育
下
繁
殖
を
行
う
。
種
の
遺
伝
的
多
様
性

を
残
し
て
お
く
た
め
に
は
、
こ
の
公
園
と
保
護

増
殖
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
国
内
や
海
外
の
施
設

と
協
力
し
て
多
数
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
飼
育
下
で

保
持
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
「
観
察
・
学
習
ゾ

ー
ン
」
で
は
、
野
生
復
帰
訓
練
中
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
や
周
辺
の
自
然
環
境
を
観
察
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
「
情
報
ゾ
ー
ン
」
で
は
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
博
物
館
」
を
中
心
に
、
人
と
自
然
の
共
生

の
た
め
に
は
何
が
大
切
で
あ
る
か
を
学
べ
る
よ

う
に
す
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
理
や
生
態
に
関

す
る
研
究
も
、
地
元
の
人
々
や
世
界
中
の
研
究

者
と
共
同
で
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
公
園
内
の
自
然
に
は
で
き
る
だ
け
手
を

つ
け
ず
、
里
山
の
動
物
や
植
物
を
身
近
に
観
察

で
き
る
よ
う
に
散
策
路
も
整
備
さ
れ
た
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
的
な
施
設
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
公
園
が
、
地
域
の
人
々
が
自
ら
の
自
然

と
文
化
を
探
求
し
、
生
き
も
の
と
共
生
で
き
る

未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を

飼
育
下
で
は
繁
殖
技
術
も
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、

毎
年
雛
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は

な
っ
た
が
、
大
陸
に
い
る
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

将
来
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
い
。
お
よ

そ
三

0
年
前
に
日
本
で
見
ら
れ
た
、
大
規
模
な

農
薬
汚
染
や
開
発
が
中
国
や
ロ
シ
ア
で
も
広
が

っ
て
お
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
は
悪
化

し
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。
い
ま
だ
に
狩
猟
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
ら
し
い
。
彼
ら
に
と
っ

て
も
、
こ
の
野
生
復
帰
計
画
は
重
要
な
意
味
を

も
つ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

希
少
動
物
種
の
た
め
の
保
護
計
画
に
は
な
ん

ら
成
功
の
保
証
は
な
く
、
野
生
復
帰
に
つ
い
て

は
九

0
％
の
失
敗
も
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

末
ま
で
に
、
世
界
各
国
で
行
わ
れ
た
一
三
八
の

野
生
復
帰
計
画
の
う
ち
、
あ
る
程
度
成
功
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
一
五
(
-
―
%
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
希
少

動
物
の
野
生
復
帰
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の

地
球
が
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の

生
き
も
の
も
人
間
と
同
様
に
自
然
の
中
で
暮
ら

す
権
利
が
あ
る
か
ら
だ
。

一
度
失
っ
た
自
然
を
、
再
び
取
り
戻
す
こ
と

が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
か
を
、
我
々
は
も
っ

と
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
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▽
今
月
号
は
、
本
年
七
月
に
文
化
財
保

護
企
画
特
別
委
員
会
，
（
文
化
財
保
護
審

議
会
の
下
に
設
置
）
か
ら
出
さ
れ
た
最

終
報
告
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
文

化
財
保
護
施
策
の
改
善
充
実
に
つ
い

て
」
を
受
け
た
特
集
の
テ
ー
マ
「
文
化

財
保
護
の
新
し
い
展
開
」
と
し
て
お
り

ま
す
。本

特
集
で
は
、
こ
の
報
告
に
盛
り
込

ま
れ
た
提
言
の
う
ち
、
文
化
財
を
生
か

し
た
地
域
文
化
の
振
興
や
文
化
財
に
か

か
わ
る
国
際
協
カ
・
交
流
等
、
具
体
化

し
つ
つ
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
文
化
財

保
護
施
策
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お

り

ま

す

。

＇

▽
編
集
幹
事
が
育
っ
た
こ
ろ
の
田
舎
に

は
、
昭
和
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
で

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
村
の
青
年
た
ち
に

よ
っ
て
秋
祭
り

t
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
た
獅
子
舞
、
古
代
人
が
生
活
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
横
穴
、
川
に
は
ピ
ン
ク

の
横
び
れ
が
鮮
や
か
な
川
た
な
ご
、
八

目
鰻
、
銀
魚
と
い
わ
れ
た
小
魚
な
ど
が
、

編

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
御

感
想
、
御
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
規
定

①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
掲
載
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
送
り
先

〒
IOO
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
ー
ニ
ー
ニ

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課

集

ま
た
川
辺
に
は
色
鮮
や
か
な
た
く
さ
ん

の
種
類
の
糸
と
ん
ぽ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
で
は
、
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
の
子
供
た
ち
に
、
か
つ
て
存
在

し
た
伝
統
芸
能
や
動
植
物
な
ど
を
説
明

し
よ
う
と
し
て
も
空
し
さ
や
寂
し
さ
が

湧
い
て
き
ま
す
が
、
今
回
の
報
告
に
盛

ら
れ
た
広
範
な
項
目
を
見
て
、
改
め
て

文
化
財
保
護
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

▽
今
年
度
か
ら
の
新
企
画
蒻
ア
ト
ラ

ン
タ
」
は
、
毎
号
、
各
競
技
種
目
ご
と

に
強
化
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
関
係
団

体
の
全
面
的
な
御
協
力
を
得
て
お
り
ま

す。
残
念
な
が
ら
、
先
月
終
わ
っ
た
広
島

ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
金
メ
ダ
ル
獲
得
数

で
ま
た
三
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
す
れ
ば
ア
ト
ラ

ン
タ
で
は
何
と
か
な
り
そ
う
な
気
も
す

る
の
で
す
が
。

(
A
.
s
)

後
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